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第2章 対象事業の目的及び内容 

2.1 対象事業の目的 

2.1.1 対象事業の目的 

風力をはじめとする再生可能エネルギー源は、発電時に二酸化炭素を排出しないため、地球温

暖化防止に貢献する発電技術として期待されており、我が国の「エネルギー基本計画」（経済産業

省、平成 30年）においても、引き続き積極的な導入を推進する方向性が示されている。風力発電

については、他の再生可能エネルギー源による発電と比較して出力が大きく、大気汚染物質を伴

わないクリーンなエネルギー、新産業や雇用創出への寄与など、様々な意義があることから、導入

の加速に向けた取り組みを強化する計画となっている。 

福島県では、平成 24年 3月に「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン」を改定し、復興に向

けた主要施策のひとつとして「再生可能エネルギーの飛躍的な推進による新たな社会づくり」を

位置付け、「2040年頃を目途に県内エネルギー需要の 100％に相当する再生可能エネルギーを生み

出す。」ことを目標としている。 

本事業の計画地である福島県阿武隈地方周辺は、福島県の風力発電構想において、導入可能性

が高いと判断されており、地元市町村と連携した再生可能エネルギーの導入推進、風力発電施設

の建設及び供用に伴う地域経済の活性化等が期待されている。 

また、計画地の葛尾村の財政状況等は徐々に回復しているものの、今後も時間がかかる見込み

である。 

こうした社会情勢に鑑み、本事業では環境負荷の少ない風力発電事業を実施することにより、

得られたクリーンエネルギーを電力会社へ売電し、村の収益力を高め、安定した財政基盤を得て

葛尾村の復興に寄与することを目的としている。 

 

2.1.2 対象事業実施区域の選定経緯 

本事業においては、以下のような検討の経緯を踏まえ、現在の対象事業実施区域の位置を選定

した。 

1. 風況 

対象事業実施区域は、現地での風況調査の結果、2018 年の年間平均風速（観測高度 57.5m）が

6.4 m/sと風力発電事業実施に適した風況が得られることを確認している。 

 

2. 周辺状況 

当該エリアは、福島県がコンソーシアムを立ち上げて風力発電の導入を推進している地域であ

り、本事業内容については、計画当初から地元自治体の理解があり、環境影響評価手続きに関して

協力が得られている。 

また、当該地域には既設道路が整備されており、風力発電所建設における機器の搬入が可能で

ある。 
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2.1.3 環境影響評価方法書以降の対象事業実施区域の変更の理由 

環境影響評価書（以下「評価書」という。）時、環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）

時、環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）時における対象事業実施区域を図 2.1-1に示

す。 

準備書時から評価書時には、対象事業実施区域の変更をしていない。 

なお、準備書時には、方法書時に拡幅を予定していた対象事業実施区域西側の既存道路につい

ては、本事業による拡幅の必要がないと判断し、対象事業実施区域から除外した。 
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図 2.1-1(1) 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（評価書時）  

写真は、表 2.2-2 に掲載している。 
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図 2.1-1(2) 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（準備書時） 

写真は、表 2.2-2 に掲載している。 
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図 2.1-1(3) 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（方法書時） 

写真は、表 2.2-2 に掲載している。 
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2.2 対象事業の内容 

2.2.1 特定対象事業の名称 

（仮称）葛尾風力発電事業  

 

2.2.2 特定対象事業により設置される発電所の原動力の種類 

風力（陸上） 

 

2.2.3 特定対象事業により設置される発電所の出力 

特定対象事業により設置される発電所の出力等を表 2.2-1 に示す。なお、風力発電所出力（発

電端）については、出力抑制を行い、15,000kWとする。 

 

表 2.2-1 特定対象事業により設置される発電所の出力等 

項目 評価書 【参考】準備書 【参考】方法書 

風力発電所出力（発電端） 15,000kW 最大 15,000kW 最大 15,000kW 

風力発電機の基数 5 基 5 基 最大 6 基 

風力発電機の単機出力 3,200kW 3,400kW 2,500kW 級 

設備利用率 24％程度 24％程度 24％程度 

 

2.2.4 対象事業実施区域 

対象事業実施区域の位置は、福島県双葉郡浪江町及び葛尾村の行政界付近の稜線上である（図

2.2-1、図 2.2-2及び図 2.2-3参照）。 

対象事業実施区域の周囲から見た写真を表 2.2-2 に示す。写真撮影位置は図 2.1-1 のとおりで

ある。なお、対象事業実施区域は帰還困難区域に位置する。 

 

2.2.5 環境影響を受ける範囲と認められる地域 

環境影響を受ける範囲と認められる地域は、以下のとおりである。 

葛尾村、浪江町 
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図 2.2-1 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（広域）  
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図 2.2-2 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（狭域）
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図 2.2-3 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（衛星写真）  

注：衛星写真の撮影年は 2007年及び 2013 年である。 
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表 2.2-2 対象事業実施区域及びその周囲の状況 

番 

号 
写真 

番 

号 
写真 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

注：1.番号は図 2.1-1 中の番号に対応する。 

    2.写真撮影日は平成 29年 6 月 6 日である。  
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2.2.6 特定対象事業の主要設備の配置計画その他の土地の利用に関する事項 

1. 対象事業実施区域の面積 

本事業に係る対象事業実施区域の面積は以下のとおりである。 

 

対象事業実施区域の面積 ：約 98.2ha 

〔内訳〕    葛尾村 ：約 87.8ha  

    浪江町 ：約 10.4ha 

 

また、対象事業実施区域の位置及び風力発電機の位置は、図 2.2-4のとおりである。 

 

2. 改変区域の面積 

改変面積等は以下のとおりである。 

 

【改変面積等】 

・改変面積  ：約  4.6ha 

    〔内訳〕風車ヤード ：約  1.1ha 

        新設道路   ：約  2.8ha 

        残土処理場 ：約  0.7ha 

                

・緑化面積 ：約 2.5ha（風車ヤードの基礎以外及び管理用道路の法面が対象） 

         〔内訳〕風車ヤード ：約  1.0ha 

         新設道路   ：約  1.5ha 
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図 2.2-4 対象事業実施区域の位置及び風力発電機の位置  
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2.2.7 工事の実施に係る工法、期間及び工程計画に関する事項 

1. 工事期間及び工事工程 

(1)工事期間 

工事開始時期 ：2021年 3月（予定） 

試運転開始時期：2022年 10月（予定） 

運転開始時期 ：2023年 4月（予定） 

 

(2)工事工程 

建設工事の工程を表 2.2-3に示す。 

 

表 2.2-3 建設工事の工程 

 

 

 

 

 

  

年

月 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

2023

運転開始

2022

基礎工事
冬

季

休

工

2021
工種

準備工

（伐採・重機械運搬等）

造成工事

防災工事

（排水路、沈砂池）

風力発電機輸送

・組立工事

運転試験
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2. 主要な工事の方法及び規模 

(1)建設工事 

①  造成工事、基礎工事（新設道路及び風力発電機基礎） 

風力発電機の基礎を建設するための造成工事を行う。土木基礎工事としては、工事用道路（主

に新設道路）及び風力発電機組立用造成地の整地、風力発電機設置位置における基礎地盤の掘

削工事等を行う。図 2.2-5 のとおり、据付重機の配置及び資材搬入方法等の工夫により、可能

な限り土地造成面積を少なくし、自然環境及び周辺景観への負荷を低減するよう計画した。 

また、土木基礎工事に伴う改変区域を図 2.2-6 に、道路縦断図を図 2.2-7 示す。なお、改変

区域は風力発電機設置のための風車ヤード及び工事用道路に大別される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-5 風力発電機設置のための風車ヤード（例） 

  

ブレード 

クレーン 

 

基礎 

補助クレーン 

風車ヤード標準図（1,200t 吊り） 
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図 2.2-6(1) 改変区域図（平面図）  
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図 2.2-6(2) 改変区域図（平面図）  
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図 2.2-6(3) 改変区域図（平面図）  
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図 2.2-6(4) 改変区域図（平面図）
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図 2.2-7(1) 道路縦断図  
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図 2.2-7(2)  道路縦断図  
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図 2.2-7(3) 道路縦断図  
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②  緑化に伴う植栽計画 

改変部分のうち、図 2.2-6に示す風車ヤード（風力発電機の基礎部分を除く。）及び新設道路

の法面等について緑化を実施し、修景を図る。表 2.2-4 に緑化面積を示す。改変面積約 4.6ha

のうち、約 2.5ha が緑化対象面積となる。 

なお、緑化は、可能な限り造成時の表土等を活用し、造成により生じた切盛法面は必要に応

じて種子散布吹付け工などによる早期緑化を行う。種子の配合等については、可能な限り在来

植物を優先して利用する予定であるが、最終的には今後の関係機関との協議において決定する。 

造成後の緑化・修景計画図（例）を図 2.2-8に示す。 

 

表 2.2-4 緑化面積の内訳 

風車ヤード、新設道路、残土処理場（改変面積） 約 4.6ha 

緑化対象（合計 2.5ha） 
風車ヤード（基礎部分を除く） 約 1.0ha 

新設道路の法面 約 1.5ha 
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図 2.2-8 造成後の緑化・修景計画図（例）  
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(2)風力発電機組立工事 

風力発電機の組立は大型クレーン車を用いて行う。1 基当たりの組立に係る工事期間は、14 日

程度（本体の組立に要する期間であり、配線工事など付帯工事は除く。）であるが、天気その他の

理由により工事期間に変更が生じることがある。 

 

(3)電気工事 

電気工事は、変電所と各風力発電機を接続する配電線工事等を予定し、変電所から風力発電機

までは、架空または地下埋設の予定である。 

 

3. 工事用仮設備の概要 

工事期間中は、対象事業実施区域内に仮設の工事事務所を設置する。現地においては工事に係

る作業員のための仮設休憩所及び汲み取り式の仮設トイレを設ける。 

 

4. 工事用道路及び付替道路 

改変面積（伐採・造成・鉄板敷設等）は最小限にとどめ、各風力発電機の設置箇所に至る道路を

整備する。 

 

5. 工事用資材等の運搬の方法及び規模 

(1)工事用資材等の運搬の方法 

風力発電機の輸送ルートは図 2.2-9 のとおりであり、小名浜港（福島県）から対象事業実施区

域に至る既設道路を活用する計画である。なお、風力発電機等の大型部品の陸上輸送は夜間に実

施する予定であるが、時間帯は道路管理者等との調整により最終決定する。なお、大型部品の積替

場所は図 2.2-10のとおりである。 

また、工事用資材等の搬出入に係る車両（以下「工事関係車両」という。）の主要な走行ルート

は図 2.2-10 及び図 2.2-11 のとおりであり、対象事業実施区域内外の既設道路及び対象事業実施

区域内の新設道路を使用する計画である。 

 

(2)工事用資材等の運搬の規模 

工事関係車両の車種別の走行台数を表 2.2-5に示す。 

風力発電機の基礎工事の際には、コンクリート打設のための生コンクリート車が走行する。打

設は 1週間に 1基の割合で行い、その際は生コンクリート車等の大型車が最大 135台/日程度走行

する。 

 

表 2.2-5 車種別の走行台数 

主な工事 片道台数 

コンクリート打設時 

（工事の最盛期） 

大型車：135 台/日 

小型車：40 台/日 
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図 2.2-9 風力発電機の輸送ルート  
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図 2.2-10 工事関係車両の主要な走行ルート 
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図 2.2-11 工事関係車両の主要な走行ルート（広域） 
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6. 土地使用面積 

改変区域（図 2.2-6）については造成工事後に一部緑化を行い、供用後には一部を管理用のため

の用地として利用する計画である。工事中及び供用後の使用面積は、表 2.2-6のとおりである。 

 

表 2.2-6 工事中及び供用後の使用面積 

改変区域の種類 使用目的 
工事中 

（改変区域） 

供用後 

（緑化対象外の部分） 

風車ヤード 風力発電機の設置・管理 約 1.1ha 約 0.1ha 

新設道路 工事関係車両の走行 約 2.8ha 約 1.3ha 

残土処理場 残土の処理 約 0.7ha 約 0.7ha 
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7. 騒音及び振動の主要な発生源となる機器の種類及び容量 

建設工事に使用する主な重機は表 2.2-7 のとおりである。作業に使用する建設機械は可能な限

り低騒音型を用いるものとする。 

 

表 2.2-7 建設工事に使用する主な重機の種類 

使用重機 仕 様 

バックホウ 0.4m3 

トレーラー 30t 

バックホウ 0.8m3 

バックホウ（大型ブレーカー付き） 0.8m3 

ブルドーザ 15t 

ダンプトラック 10t 

キャリアダンプ 8t 

ミキサー車 10t 

トラック 11t 

バックホウ 0.8m3 

バックホウ（大型ブレーカー付き） 0.8m3 

ダンプトラック 10t 

ポンプ車 8t 

ミキサー車 10t 

トラッククレーン 1,200t 

トラッククレーン 300t 

トラッククレーン 50t 

トランスポーター 130t 

起立台車 100t 

低床トレーラー 80t 

ポールトレーラー 20t 

トラック 11t 
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8. 工事中の排水に関する事項 

(1)雨水排水 

降雨時に造成地から発生する濁水は、各ヤード横に設置する沈砂池（位置は図 2.2-6 参照）で

土砂等を沈降させ処理する。沈砂池の容量を超える場合には、U 字側溝を通して上澄みを排水し、

しがら柵（土砂を堰き止めるための網目状の柵）やふとんかごにより流速を抑えた上で拡散して

自然放流させる計画である。また、枝葉を束ねた粗朶（そだ）柵の設置により、土砂の流出を防ぐ

とともに、切土や盛土の斜面には伐採した樹木による丸太筋工を採用する。なお、改変部分では必

要に応じて土堤や素掘側溝を設置することにより濁水流出を防止する。 

沈砂池等の濁水対策設備の構造は図 2.2-12のとおりである。 

なお、コンクリート打設時にアルカリ排水は排出させず、降雨時には、原則としてコンクリー

ト打設は行わない。降雨時にアルカリ排水が発生する場合は中和剤で中和することを検討する。 

 

    
（単位：mm） 

 

図 2.2-12(1) 濁水対策設備の構造（沈砂池の例） 
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（単位：mm） 

注：実際に設置するしがら柵の構造は、今後の詳細設計において検討する。図は他事業での施工例

である。 

図 2.2-12(2) 濁水対策設備の構造（しがら柵の例） 

 

(2)生活排水 

対象事業実施区域内もしくはその近隣に設置する仮設の工事事務所からの生活排水は、手洗水

等が想定され、微量であるため、浸透枡等を設け自然浸透させる等適切に処理する。また、トイレ

は汲み取り式にて対応することを計画している。 
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2.2.8 切土、盛土その他の土地の造成に関する事項 

1. 土地の造成の方法及び規模 

主要な土地の造成方法及び規模、並びに造成後の緑化・修景計画図及び改変区域図については、

「2.2.7 工事の実施に係る工法、期間及び工程計画に関する事項 2.主要な工事の方法及び規模」

に示すとおりである。 

 

2. 切土、盛土に関する事項 

造成工事における切土及び盛土の範囲は前述の図 2.2-6 のとおりであり、これらの切土及び残

土の量は表 2.2-8のとおりである。残土については、対象事業実施区域内の残土処理場で処理し、

対象事業実施区域外への残土搬出は行わない計画である。また、土砂の流出を防止するため、残土

処理場に沈砂池を設置する予定である。なお、残土処理場の縦断図を図 2.2-13に示す。 

 

表 2.2-8 切土、盛土における計画土量 

発生区域 
切土量 
（m3） 

盛土量 
（m3） 

残土量 
（m3） 

対象事業実施区

域内の搬入路 
27,041 25.018 2,023 

風車ヤード 16,439 2,917 13,522 

風力発電機基礎 10,086 5,847 4,239 

合 計 53,566 33,782 19,784 

注：残土量は土量換算係数を考慮した数量である。 

 

 

 

図 2.2-13 残土処理場の縦断図 
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3. 樹木伐採の場所及び規模 

造成工事における樹木の伐採範囲は前述の図 2.2-6に示す改変区域のとおりである。 

なお、伐採規模については、表 2.2-9に記載する面積や伐採量となり、アカマツ群落が多くを

占める。 

 

表 2.2-9 各植物群落の改変区域面積及び伐採量 

群落名 改変区域面積（ha) 伐採量（m3） 

ミズナラ群落 0.54 98.46  

アカマツ群落 2.95 537.88  

ヒノキ植林 0.11 20.06  

合  計 3.60 656.40  

 

4. 工事に伴う産業廃棄物の種類及び量 

対象事業実施区域における工事に伴う産業廃棄物の種類及び量は、表 2.2-10のとおりであ

る。風力発電機等の大型機器は可能な限り工場で組み立てし、現地での工事及び組立量を減らす

ことにより、廃棄物の発生量を低減する。産業廃棄物は「建設工事に係る資材の再資源化等に関

する法律」（平成 12年法律第 104号）に基づき、可能な限り有効利用に努める。 

有効利用が困難なものについては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和 45年法律第

137号）に基づき、適正に処分する。 

伐採木は、放射性物質濃度を測定し、8,000Bq/kgを超えないものについては、土砂流出防止

柵、粗朶（そだ）柵、丸太筋工等で有効利用することで、可能な限り、廃棄物として対象事業実

施区域外への搬出を行わない計画である。なお、8,000Bq/kgを超えるものについては、指定廃棄

物として申請し、必要期間、残土処理場にて、「指定廃棄物関係ガイドライン」（環境省、平成 25

年）を参考に、シートで覆う等したうえで、適切に管理する。 

 

表 2.2-10 工事に伴う産業廃棄物の種類及び量 

種類 発生量 有効利用量 処分量 有効利用の方法 

伐採木 656.4m3 656.4m3 0 
土砂流出防止柵、粗朶（そだ）柵、
丸太筋工等で再利用 

木くず（型枠・丁張残材） 2.7m3 1.6m3 1.1m3 燃料としてリサイクル 

紙くず（段ボール） 2.5t 2.5t 0 分別回収し、リサイクル 

 

2.2.9 土石の捨場又は採取場に関する事項 

1. 土捨場の場所及び量 

造成工事中の切土に伴う発生土は、可能な限り、埋め戻し、盛土及び敷き均しに利用するが、

残った発生土については、対象事業実施区域内に設置する残土処理場で処理する。 

 

2. 材料採取の場所及び量 

工事に使用する骨材には市販品を利用することから、骨材採取等は行わない。  
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2.2.10 供用開始後の定常状態における操業規模に関する事項 

1. 発電所の主要設備の概要 

(1)風力発電機の概要 

対象事業実施区域内に設置する風力発電機の概要を表 2.2-11、外形図を図 2.2-14、基礎構造

を図 2.2-15に示す。風力発電機の機種は、現時点で想定される機種を記載した。 

風力発電機については、外観に塗料を塗布した状態で納入されるため、建設時の塗装は実施し

ない。塗装状態の確認は月 1回の点検と年 1回の詳細な外観点検により行う。再塗装を行う必要

性が生じた際は、使用する塗料を最小限にしながら、対象物以外に付着しないよう養生して作業

する。 

なお、風力発電機の耐用年数は 20年であるが、定期的に適切な保守を行うことにより 20年を

超過しても継続して運転できる可能性があるため、20年経過後に再度事業性の検討を行い、撤去

する場合は、撤去時の法令等に従って適正に処分する。また、関係機関と協議を行い、環境回復

措置等を検討する。 

 

表 2.2-11 風力発電機の概要 

項  目 諸  元 

定格出力 
（定格運転時の出力） 

3,200kW 

設置基数 5 基 

ブレード枚数 3 枚 

ローター径 

（ブレードの回転直径） 
103m 

ハブ高さ 

（ブレードの中心の高さ） 
98.3m 

風力発電機の高さ 149.8m 

カットイン風速※1 3.0m/s 

定格稼働となる風速 13.5m/s 

カットアウト風速※2 25.0m/s 

定格稼働時の回転数 14.8rpm 

出力制御方式 ピッチ制御 

耐用年数 20 年 

  

 
※1 カットイン風速：風力発電機が回転を始める風速 
※2 カットアウト風速：強風による過剰な回転を防止するため、風力発電機の稼働を制御（停止）する風速 
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図 2.2-14 風力発電機の外形図 

  

GL-------   ------- 

風力発電機の高さ：149.8m 

ハブ高さ：98.3m 

ローター径：103m 

地面 
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（単位：mm）       

図 2.2-15 風力発電機の基礎構造（例） 
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(2)騒音、振動に関する事項 

風力発電機から発生する音の特徴を以下に示す。 

 

a. 風速別の騒音パワーレベルについて 

風力発電機から発生する騒音は、国際規格である IEC 61400-11 により測定され、見かけの

パワーレベルとして表記される。 

風力発電機から発生する騒音のハブ高さにおける風速別のパワーレベルを表 2.2-12に示す。

パワーレベルの最大は 105.0デシベルである。 

 

表 2.2-12 ハブ高さにおける風速別のパワーレベル 

ハブ高さにおける風速

（m/s） 
4.3 5.7 7.2 8.6 10.0 11.4 12.9 

パワーレベル（デシベル） 95.1 96.2 100.1 103.2 105.0 105.0 105.0 

注：1．メーカー資料より作成した。 

2．測定対象の風力発電機のハブ高さは98.3mである。 

3．メーカーが測定対象の風力発電機のハブ高さで計測。 

 

b. 規則的な音の変動（スウィッシュ音）について 

風力発電機から発生する騒音のひとつとして、ブレードの回転に伴う規則的な音の変動があ

り、「シュッ、シュッ」と聞こえること等からスウィッシュ音とも呼ばれている。 

風力発電機メーカーより入手した騒音の測定結果（時間変動）は、図 2.2-16 のとおりであ

る。ブレードの回転に伴い約 1秒前後毎に音圧レベルが変動する様子が見られ、変動幅は風力

発電機から 150m離れた地点で最大 3デシベル前後である。 

 

 

 

 

注：1．メーカー資料である。 

2．測定時の風速はハブ高さにおいて、11～13m/sである。 

3．測定対象の風力発電機のハブ高さは98.3m、風力発電機から測定地点までの距離は150mである。 

 

図 2.2-16 風力発電機から発生する騒音レベルの時間変動 
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c. 純音成分について 

風力発電機によっては、ナセル内の冷却装置等から発生する機械音に、特定周波数が卓越し

た音（純音成分）が存在する場合があり、わずらわしさ（アノイアンス）の原因となる可能性

がある。 

風力発電機から発生する騒音に含まれる純音成分の評価方法として、JIS C1400-11（IEC 

61400-11 に対応）の中で純音の可聴性（Tonal Audibility）の検出方法が規定されている。ま

た、IEC規格では、純音として報告義務が生じる基準（-3.0デシベル以上）が記載されている。 

風速別の純音の可聴性（Tonal Audibility）の結果（-3.0デシベル以上）を表 2.2-13に示

す。 

採用機種では、風速 6.5m/sの 72Hz・110Hz、風速 7.0m/sの 72Hz、風速 7.5m/sの 72Hz及び

風速 8.0m/sの 134Hz 付近において、純音として報告義務が生じる基準を上回っている。なお、

IEC 規格の中では、Tonal Audibility が-3.0以下では「純音成分なし」、「0 デシベルを超え

る場合の純音成分は可聴」とされている。 

 

表 2.2-13 風速別の純音の可聴性 

風速(m/s) 6.5 7.0 7.5 8.0 

周波数（Hz） 72 110 72 72 134 

Tonal audibility 

(デシベル) 
-0.3 -2.9 1 -1.6 -1.7 
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注1. FFT 分析結果（メーカー資料）である。 

2.測定時の風速はハブ高さにおいて、約 8m/s である。 

  3.風力発電機から測定地点までの距離は 300m である。 

図 2.2-17 風力発電機から発生する騒音の周波数特性 
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2. 主要な建物等 

(1)運転設備管理事務所 

運転設備管理事務所は、基本的に対象事業実施区域外での設置を予定しているが、具体的な設

置位置は今後の風力発電機メーカー等との協議を踏まえて検討する予定である。運転設備管理事

務所には、常時（平日昼間）2～3 人程度の管理員が常駐できるよう、新設または借り上げる予定

であり、トラブル等の早期発見に努める。 

 

(2)送電線設備 

電気工事は、変電所と各風力発電機を接続する配電線工事等を予定し、変電所から風力発電機

までは、架空または地下埋設の予定である。また、送電線ルートは図 2.2-18のとおりである。な

お、系統連系協議は完了しており、変電所に隣接した箇所に系統連系点が設置される予定である。 

電  圧：33kV 

総 延 長：約 4.6km 

敷設方法：架空または地下埋設 

 

(3)一般排水に関する事項 

運転設備管理事務所からの排水は、既存の下水道に接続する計画である。 

 

(4)用水に関する事項 

運転設備管理事務所で使用する用水は、既存の上水道を使用する計画である。 

 

(5)資材等の運搬の方法及び規模 

運転開始後は、大規模な修繕が必要な場合以外には大型資材の運搬は行わず、通常のメンテナ

ンス時は普通乗用車やワゴン車 1台程度を用いてアクセスする。 
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図 2.2-18 送電線ルート  
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2.2.11 その他の事項 

1. 温室効果ガス 

本事業の年間発電量は約 32,850MWと想定しており、本事業による二酸化炭素の削減効果の予測

結果は表 2.2-14のとおりである。本事業による既存系統電力の代替に伴う二酸化炭素の削減量は、

約 16,294 t-CO2/年、本事業により消失する森林の二酸化炭素の吸収量は、約 25 t-CO2/年である

ことから、本事業による二酸化炭素の削減効果は約 16,269 t-CO2/年と予測する。なお、既存系統

電力の二酸化炭素排出係数は、環境省 報道発表資料「平成 29年度の電気事業者ごとの基礎排出

係数・調整後排出係数等の公表について」（環境省、平成 30）より求めた。 

 

表 2.2-14 本事業による二酸化炭素の削減効果 

既存系統電力の代替に伴う 

二酸化炭素の削減量 

(t-CO2/年) 

 

① 

消失する森林の 

二酸化炭素の吸収量 

(t-CO2/年) 

 

② 

本事業による 

二酸化炭素の削減効果 

(t-CO2/年) 

 

① - ② 

約 16,294 約 25 約 16,269 

注 1.既存系統電力の二酸化炭素排出係数は 0.000496 t-CO2/kWh とした。（「電気事

業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－平成 29 年度実

績－H30.12.27 環境省・経済産業省公表」より東北電力の調整後排出係数を使

用） 

2.森林伐採による二酸化炭素吸収源の減少量は、「蓄積変化法」（森林総合研究所

HP「森林（材木）による炭素吸収量の 2 つの計算方法、閲覧：令和 2 年 4 月）

を用いて推計した。 

  福島県の森林資源の現況データ（「森林資源現況調査（平成 29 年 3 月 31 日現

在）」（林野庁 HP）より、改変区域を被覆している植生の樹種別齢級別面積及び

樹種別齢級別蓄積の 1ha あたりの体積 （m3/ha）を用いて、1 年あたりの成長

量（m3/（ha・年））を算出した。これに樹種毎の係数（拡大係数、地上部・地

下部比、容積密度、炭素含有率）を乗じて、1ha あたりの炭素固定量（t-C/ha

年）を算出。これに伐採面積を乗じて、二酸化炭素量（t-CO2/年）へ変換し二

酸化炭素吸収量の概算値とした。 

 

また、「日本における発電技術のライフサイクル CO2排出量総合評価」（電力中央研究所総合報告

Y06、平成 28年）による排出係数に基づく本事業（風力発電）と従来型発電方式（LNG火力（複合

1500℃））に伴う二酸化炭素排出量は表 2.2-15のとおりである。 

 

表 2.2-15 二酸化炭素排出量の検討結果 

項 目 二酸化炭素量（t-CO2/年） 

本事業（風力発電）に伴う二酸化炭素排出量① 854 

従来型発電方式（LNG 火力（複合 1500℃））に伴う二酸化炭素排出量② 14,126 

二酸化炭素の発生量の差（②-①） 13,272 

注：風力発電による年間発電電力量は 32,850 MWh/年とし、それにライフサイクル CO2排出係数（風力

発電では 26 g-CO2/kWh、LNG火力（複合 1500℃）では 430 g-CO2/kWh）を乗じることにより算出し

た。 
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2. 対象事業実施区域及びその周囲における他事業 

対象事業実施区域及びその周囲における他事業は、以下のとおりである（令和 2年 7月時

点）。 

 

(1)対象事業実施区域周囲で稼働または検討中の他の風力発電事業 

本事業の対象事業実施区域の周囲における、稼働または検討中の風力発電事業は表 2.2-16の

とおりであり、図 2.2-19に位置を示す。 

 

表 2.2-16 対象事業実施区域及びその周囲における他事業 

事業名 事業者名 事業規模 備考 

（仮称）笹峠風力発電事業 日立造船株式会社 
最大 73,100kW 

(4,300kW 程度×最大 17基） 
手続段階：方法書 

（仮称）麓山風力発電事業 麓山風力合同会社 
最大 75,600kW 

(4,200kW 級×最大 18 基） 
手続段階：方法書 

（仮称）中ノ森山風力発電事業 中ノ森山風力合同会社 
最大 48,000kW 

(最大 4,200kW 級×最大 15 基） 
手続段階：方法書 

（仮称）野馬追の里風力発電事業 株式会社野馬追サステナジー 
最大 51,850kW 

(4,200kW 程度×最大 13基） 
手続段階：準備書 

（仮称）阿武隈風力発電事業 福島復興風力合同会社 
156,400kW 

（3,400kW級×46 基） 
手続段階：評価書手続完了 

桧山高原風力発電所 電源開発株式会社 
28,000kW 

（2,000kW×14 基） 
稼働中 

〔「環境影響評価情報支援ネットワーク」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 7 月）より作成〕 
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図 2.2-19 対象事業実施区域周囲の風力発電事業 

 

「環境アセスメントデータベース」（環境省 HP、

閲覧：令和 2 年 7 月）       より作成 
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